
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看  護  部  案  内 
Hiroshima City Hospital Nurse Guide 

 

やさしさと思いやりの看護 

地方独立行政法人広島市立病院機構 

広島市立広島市民病院 



医師・看護師・メディカルスタッフが協働し、 

質の高い安心・安全な医療を実現するために、 

チーム医療を行っています。 

《専門チーム》 

 感染制御（ＩＣＴ） 

 栄養サポート（ＮＳＴ） 

 摂食・嚥下・口腔ケア（ＳＥＫ） 

 緩和ケア 

 呼吸ケア（ＲＳＴ） 

 転倒・転落予防対策 

 認知症ケア 

 排尿ケア 

 リエゾン 

 子ども虐待防止（CAPT） 

 褥瘡対策 
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病院の概要 当院の目指す医療 

患者さんと協働して、心のこもった、安全で質の 

高い医療を行います。 

 
基本理念実現のための３つの柱 

１．チーム医療を推進し、信頼され満足される医療を行います。 

２．地域医療機関との連携のもとに、救急医療と高度で専門的 

な医療を行います。 

３．健全な病院経営を行うとともに、すぐれた医療人の育成に 

努めます。 

私たちは、やさしさと思いやりを大切にした、 

安心･安全な看護を行います。 

 
看護部の基本方針 

１．患者さんとともに、安心できる安全な療養環境を整えます。 

２．地域の医療機関と連携し、チーム医療の推進に努めます。 

３．急性期病院として看護の専門性を高めるとともに、豊かな 

人間性を兼ね備えた人材育成を行います。 

４．看護する喜びと誇りを持って働ける職場環境づくりを行い 

ます。 

５．ムリ・ムダ・ムラをなくし、健全な病院経営に貢献します 

病院理念 看護部理念 

チーム医療 

 許可病床数   743 床（一般715 床、精神28 床） 

 診療科目    35 診療科 

 機関指定    地域医療支援病院 

総合周産期母子医療センター 

救命救急センター 

地域がん診療連携拠点病院 

エイズ治療中核拠点病院 

エイズ治療ブロック拠点病院 

災害拠点病院 

 看護配置基準  一般病床  ７：１ 

精神病床 １３：１ 

ICU    ２：１ 

救命救急  ４：１ 

小児科病床 ９：１ 

 看護方式    PNS（Partnership Nursing System®） 

 勤務体制    病棟・手術室・救急部門 三交代制勤務 

(病棟) 日 勤  ８：００～１６：４５ 

準夜勤 １６：００～２４：４５ 

深夜勤  ０：００～ ８：４５ 

(外来)      ８：３０～１７：１５ 

 

   変わりゆく時代にも変わらないもの、変えてはいけないものもあります。それ

は、患者さんに寄り添い、人としてわかり合う、という看護師本来の役割です。

患者さんに触れ、言葉を交わし、今必要なケアを考える「やさしさ」と「思いや

り」を看護部の理念とし、看護師1 人ひとりが「安全」で「安心」な看護を提供

できるよう取り組んでいます。 

当院の看護師に期待されることは、高度急性期医療を担う看護専門職として、

質の高い臨床実践能力と、豊かな人間性を備える力を身につけることです。その

ための看護師教育には、キャリア開発ラダーを整備し、なりたい自分へのキャリ

ア開発を支援しています。また、新人ナースを支える臨床研修や PNS 看護方式

を取り入れ、知識・技術面だけでなく、メンタルサポートにも力を入れています。 

私と一緒に地域の中で「医療」と「生活」に関わり、患者さんの生きる力を引

き出せるような看護を目指しましょう。 

急性期医療 

がん医療 

高度医療 

救急医療 

長谷川副院長（事）看護部長 
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専 門 看 護 師 

小 児 看 護 2名 

が ん 看 護 1名 

認 定 看 護 師 

皮 膚 ･ 排 泄 ケ ア ２名 

集 中 ケ ア 3名 

新 生 児 集 中 ケ ア 1名 

救 急 看 護 2名 

糖 尿 病 看 護 １名 

緩 和 ケ ア 3名 

手 術 看 護 2名 

小 児 救 急 看 護 3名 

感 染 管 理 ２名 

摂 食 ・ 嚥 下 障 害 看 護 3名 

が ん 化 学 療 法 看 護 2名 

脳卒中リハビリテーション看護 1名 

認 知 症 看 護 １名 

心 不 全 看 護 1名 

特 定 行 為 研 修 修 了 者   1名 

   2020年3月末現在31名 

病院・看護部の理念に基づき、質の高い臨床実践能力と豊かな人間性を備え、 

医療チームの一員として、主体的行動がとれる看護師を育成する。 

教育方針 

１． クリニカルラダーシステムに基づき、知識・技術・態度を習得できるよう、段階に応じた教育を支援する。 

２． 看護師個々の主体性を尊重し、教育の機会を提供することで、専門職としての成長を支援する。 

３． 社会人としての自覚をもち、やさしさと思いやりのある看護を提供できる看護師の育成を支援する。 

先輩からのメッセージ 

手術室では様々な手術が行

われ、勉強の毎日です。高度急

性期病院であり、忙しいです

が、その分やりがい、学びが多

くあります。先輩は親身に指導

してくださり、目標にしたい先

輩もたくさんいます。 西藤 悠大さん 

中央手術室勤務 

山口 紗采さん 

総合周産期母子医療 

センター（産科）勤務 

産科は命と家族の誕生に携われ

る仕事です。先輩方の指導のもと、

妊娠から産後まで、育児を見据え

た看護をしています。落ち込むこ

ともありますが、妊産褥婦さんの

笑顔や、元気な赤ちゃんとの関わ

りが、喜びや励みになっています。 

「キャリア開発ラダー」はジェネラリストラダー・マネジメントラダーで構成さ

れています。ジェネラリストラダーは看護実践能力、 マネジメント能力、教育・

研究能力、人間関係能力の４つの能力を習熟段階（レベルⅠ～Ⅴ）で表現し、そ

のシステムに応じた教育プログラムを策定し、教育を実践しています。 

看護実践能力は「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」を標準的指標

として４つの力を活用しています。 エキスパート・スペシャリスト 

管理者：マネジメントラダー 

教 育 目 的 

私の病棟には、心不全の患者さん

が多く入院されます。再入院を防ぐ

ため、一人一人の退院後の生活に焦

点をあてるよう心がけています。フ

レッシュパートナーや先輩ナース

に助言をいただきながら、“患者さ

んとの関わりを大切に”をモットー

に、日々学んでいます。 中岡 由歩さん 

循環器内科病棟勤務

シミュレーション研修 

子どもたちや付添いの家族が、

笑顔で安心できる環境で治療を受

けられるよう、成長発達に合わせ

て接するように心がけています。

子どもが安全に過ごせるよう、技

術や知識を先輩から吸収し、より

良い看護を実践するべく、日々頑

張っていきます。 篠塚 美晴さん  

小児病棟勤務 

口腔ケア・褥瘡ケア・輸血など 

キャリア開発 

心肺蘇生 
ケースレポート発表  ラベルワーク 

 

フィジカルアセスメント 

吸引の援助技術 

基礎教育で習得した看護実践能力を発展させ、看護専門職としての感性･態度を養い、 

今後のキャリア形成の基礎を築く上で、重要な教育と位置付けています。 

新人看護師が不安なく仕事ができるようにフレッシュパートナー、グループメンバー、

を中心に、病棟スタッフ全員で１年間サポートします。 

新人支援体制 

●後期臨床研修（3 日間） 

救急・クリティカル部門 

  

●多職種合同新規採用職員オリエンテーション 

   病院の概況・接遇・医療安全・BLSなど 

●基礎看護技術研修： 

日常生活支援技術・口腔ケア 

静脈注射・医療機器の取り扱い・酸素療法 

感染対策・看護診断の基礎 など 

 

 

●前期臨床研修（5 日間） 

  病棟研修       部門研修：外来・臨床検査部・薬剤部・手術部 

放射線科・医療支援センターなど 

４月入職時 基礎看護技術評価 ３ヶ月 基礎看護技術評価 ６ヶ月 基礎看護技術評価 評  価 

4 月 ５月 ６月 7 月 8 月 9 月 10 11 12 1 月 2 月 3月 

集合研修 

臨床研修 

12 ヶ月 基礎看護技術評価 

●ラダーⅠ評価       

新 人 教 育 
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レベルⅤ：専門性を発揮するレベル 

より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を 

選択しQOL を高めるための看護を実践する 

レベルⅣ：チームメンバーや後輩を育成できるレベル 

幅広い視野で予測的判断をもち看護を実践する 

レベルⅢ： チームリーダーの役割を果たすことができる 

ケアの受け手に合う個別的な看護を実践する 

 レベルⅡ：自分で考え行動できるレベル 

標準的な看護計画に基づき自立して看護を行う 

レベルⅠ：自立に向けた指導を必要とする新人レベル 

基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する 
 

シミュレーション研修 



 

 

 

管理棟・西棟 中央棟 北棟 東棟 プロムナード 

ヘリポート 

11F  機械室 

 

機械室 

 

10F 屋上庭園 講堂・職員食堂 レストラン・院内学級・事務室医事係・看護部ラボ室 

９F 西９病棟（頭頸部） 医局・会議室 東９A 病棟（小児科） 東９B 病棟（骨代謝） 

８F 西 8 病棟（泌尿器） 中央８病棟（神経・感覚器） 
総合周産期母子医療センター 

NICU・GCU 東８B 病棟（産科） 

７F 西 7 病棟（放射線・化学療法） 中央 7 病棟（呼吸器） 東７A 病棟（女性） 東７B 病棟（混合） 

６F 西６病棟（精神神経） 中央６病棟（内科・救急） 東６A 病棟（消化器内科） 東６B 病棟（消化器外科） 

５F 西５病棟（脳神経） 救命救急センター 東５A 病棟（循環器） 東５B 病棟（循環器） 

４F 
管理部門・看護部 

キャリア支援室 
血管造影室・CT 室 病理部 

外来；産科・婦人科・乳腺内分泌科・女性外来・腫瘍内科・ 

泌尿器科・精神科・神経内科 

人工腎センター・通院治療センター・CE センター 

３F 中央手術室 病理検査部 
外来；眼科・耳鼻咽喉科・形成外科・小児科 

臨床検査部（生理検査） 

２F 
事務室庶務係・医局 

医療情報室 

集中治療部 

（ICU・HCU） 
リハビリ科 

外来；外科・内科・呼吸器内科・呼吸器外科・循環器科 

心臓血管外科・歯科口腔外科・皮膚科 

臨床検査部（検体検査） 

治験センター 

理容室 

１F 

医療支援センター 

内視鏡センター 

栄養室 

放射線診断部 

CT・MRI 
車庫 

外来；総合診療部・整形外科・リウマチ科・脳神経外科 

緩和ケア外来・救急外来・中央処置室 

総合案内・受付・会計・支払窓口・事務室医事係・薬局 

入院受付 

医療情報サロン 

売店・喫茶・ATM 

B1F 倉庫 給食センター 

 

薬剤部・中央滅菌室・基準寝具室・SPD・廃棄物処理室  

B2F 
機械室 

市営駐車場連絡通路 
放射線治療部  

フロア案内図 

小児科外来壁画 

病室（個室） 

スタッフステーション 

病室（4 人床） 

夜の病院 

西棟 

東棟 

中央棟 

管理棟 




